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諏訪文彦 ･竹村明道 ･戸田伊紀 ･池 宏海 (大阪歯大 ･解剖)
[日的] 舌の舌背に存在する舌乱流は一般に種特有の形態を呈す8.といわれる.今回我々は､
走査電顕を用い､科の異なる霊長類の糸状乳頭､ならびに茸状乳頭の固有層乳預 (結合組織芯)
の微細形態について比較観察した｡
【材料と方法】 真猿類として､旧世界ザルのニホンザルと新世界ザルのコモンリスザルにつ
いて､原猿類としてワオキツネザルについて､それぞれの糸状乳頭と茸状乳頭の上皮剥粧した後､
固有層乳頭を走査電顕にて観察し､比較考察した｡
_[結果と考察】 ニホンザル糸状乳頭の固有層乳豆削ま舌体前部では大型円錐形乳頭が5-8個､
舌体後部では小型円錐形乳頭が4-6個､いずれも環状配列していた｡茸状乳頭は外形が球状で
あるが､その固有層乳頭は上半部が5-8個の円錐形乳頭が環状配列していたoコモンリスザル
糸状乳頭甲固有層乳頭は､舌体前 ･後部とも'に3-5個の円錐形乳頭が環状配列していた.茸状
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